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1.  平成24年3月期第2四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 4,583 △4.5 91 27.2 77 37.2 29 ―
23年3月期第2四半期 4,798 △1.8 72 △0.5 56 2.7 △6 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 3.57 ―
23年3月期第2四半期 △0.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 6,335 2,234 35.3
23年3月期 6,645 2,230 33.6
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  2,234百万円 23年3月期  2,230百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
24年3月期 ― 0.00
24年3月期（予想） ― 3.00 3.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,500 △0.0 178 14.7 148 16.3 50 ― 6.07



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「サマリー情報（その他）に関する事項」をご覧下さい。 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 8,272,500 株 23年3月期 8,272,500 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 34,120 株 23年3月期 32,506 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 8,239,367 株 23年3月期2Q 8,241,117 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に 
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の御利用にあたっての注意事項等については、添付資
料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」を御覧下さい。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災により急速に落ち込んだものの、サプライチェーン

の復旧に伴い復興にむけた回復がみられる動きとなりました。しかし、原子力発電所事故による電力供給の問題、

欧米における金融不安の拡大と急激な円高の進行など、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。 

  このような状況下で当社は、カルチャーセンターの新規出店、音楽教室の環境整備を積極的に行い、既存事業の

強化及び収益性の向上と、経営効率の見直しを積極的に進めてまいりました。４月には福岡市東区のショッピング

センター内にカルチャーセンターを新規出店し、また、京都市や高槻市の音楽教室を改装し、安全、安心への取り

組みと、生徒の新規募集、定着化を図ってまいりました。 

  売上高の状況は、カルチャーセンター、音楽教室は、新規出店や教室環境の改善により順調に推移いたしまし 

た。楽器は春の管弦楽器の需要シーズン向けのセールは好調に推移したものの、デジタル楽器や楽譜が減少いたし

ました。また、電子オルガンが震災の影響により７月以降、在庫不足に陥り減少いたしました。ＡＶソフトは特定

の人気アイドルグループ作品の販売を除けば、大震災後に新譜商品が発売延期となった影響もあり、引き続き減少

いたしました。（事業内容別の売上高数値につきましては、Ｐ８．４「補足情報」をご参照下さい。） 

  利益の状況は、教室の売上高構成比率増加などによる粗利益率の上昇と新規出店費用や広告宣伝費用など販管費

の抑制により、営業利益率が向上いたしました。 

  この結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高45億83百万円（前年同期比4.5％減）、営業利益91百万円 

（同27.2％増）、経常利益77百万円（同37.2％増）、四半期純利益29百万円（前年同期は６百万円の損失）とな 

りました。 

  セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  教室・楽器営業部は音楽教室が順調に推移いたしましたが、電子オルガン、電子ピアノが大幅に減少し、売上高

は13億70百万円（前年同期比2.1％減）となりました。楽器営業部は、管弦楽器や顧客参加型のイベント収入が好

調でしたが、デジタル楽器が減少し、売上高は11億79百万円（同1.1％減）となりました。カルチャー事業部は、

東日本大震災による影響が懸念されましたが、新規出店の効果もあり堅調に推移し、売上高は11億23百万円（同

1.9％増）となりました。ＡＶソフト営業部は、旧譜商品の提案販売に努めましたが市場の縮小が続き、売上高は

９億９百万円（同17.6％減）となりました。 

（２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

 当第２四半期会計期間末における流動資産は30億98百万円となり、前事業年度末に比べ２億64百万円減少いたし

ました。これは主に現金及び預金が２億41百万円、受取手形及び売掛金が32百万円それぞれ減少したことによるも

のであります。固定資産は32億36百万円となり、前事業年度末に比べ45百万円減少いたしました。これは主に有形

固定資産が40百万円減少したことによるものであります。 

 この結果、総資産は、63億35百万円となり、前事業年度末に比べ３億９百万円減少いたしました。 

（負債） 

 当第２四半期会計期間末における流動負債は24億26百万円となり、前事業年度末に比べ２億66百万円減少いたし

ました。これは主に１年内返済予定の長期借入金が１億43百万円、短期借入金が60百万円、支払手形及び買掛金が

62百万円それぞれ減少したことによるものであります。固定負債は16億73百万円となり、前事業年度末に比べ47百

万円減少いたしました。これは主に退職給付引当金が45百万円減少したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は、41億円となり、前事業年度末に比べ３億14百万円減少いたしました。 

（純資産） 

 当第２四半期会計期間末における純資産合計は22億34百万円となり、前事業年度末に比べ４百万円増加いたしま

した。これは主に四半期純利益29百万円及び剰余金の配当24百万円によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は35.3％（前事業年度末は33.6％）となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

  当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ２億60百万円減少

し、12億41百万円となりました。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は35百万円となりました。（前年同期は１億39百万円の獲得） 

 これは主に、税引前四半期純利益が82百万円、減価償却費が80百万円、売上債権の減少額が32百万円、仕入債務

の減少額が62百万円、退職給付引当金の減少額が40百万円、法人税等の支払額が47百万円になったことによるもの

であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は52百万円となりました。（前年同期は６百万円の獲得） 

１．当四半期決算に関する定性的情報



 これは主に、定期預金の払戻による収入が１億12百万円、定期預金の預入による支出が１億31百万円、有形固定

資産の取得による支出が40百万円になったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は２億43百万円となりました。（前年同期は80百万円の使用） 

 これは主に、長期借入れによる収入が３億円、長期借入金の返済による支出が４億58百万円、短期借入金の減少

額が60百万円になったことによるものであります。 

 （３）業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、平成23年５月13日で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,749,300 1,507,824

受取手形及び売掛金 198,074 165,651

商品及び製品 953,088 959,519

その他 464,177 467,178

貸倒引当金 △930 △1,340

流動資産合計 3,363,710 3,098,833

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 910,155 870,570

土地 777,494 777,494

その他（純額） 78,895 78,061

有形固定資産合計 1,766,545 1,726,125

無形固定資産 35,482 33,236

投資その他の資産   

投資有価証券 271,755 272,074

差入保証金 748,781 747,689

その他 496,965 494,398

貸倒引当金 △38,240 △37,260

投資その他の資産合計 1,479,262 1,476,902

固定資産合計 3,281,290 3,236,265

資産合計 6,645,001 6,335,098

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 555,038 492,559

短期借入金 600,000 540,000

1年内返済予定の長期借入金 861,844 718,345

賞与引当金 56,000 56,000

その他 620,800 619,853

流動負債合計 2,693,682 2,426,757

固定負債   

長期借入金 1,284,058 1,269,172

退職給付引当金 180,330 135,312

役員退職慰労引当金 202,380 211,160

その他 54,336 57,796

固定負債合計 1,721,105 1,673,441

負債合計 4,414,787 4,100,199



（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 957,000 957,000

資本剰余金 985,352 985,352

利益剰余金 269,033 273,693

自己株式 △4,933 △5,106

株主資本合計 2,206,452 2,210,939

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 23,760 23,960

評価・換算差額等合計 23,760 23,960

純資産合計 2,230,213 2,234,899

負債純資産合計 6,645,001 6,335,098



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 4,798,566 4,583,540

売上原価 2,963,395 2,777,878

売上総利益 1,835,170 1,805,661

販売費及び一般管理費 1,763,064 1,713,909

営業利益 72,106 91,752

営業外収益   

受取利息及び配当金 3,457 3,083

受取手数料 3,701 2,784

貸倒引当金戻入額 － 570

その他 2,298 1,603

営業外収益合計 9,457 8,041

営業外費用   

支払利息 24,494 21,500

その他 212 307

営業外費用合計 24,706 21,808

経常利益 56,856 77,985

特別利益   

固定資産売却益 931 6,467

貸倒引当金戻入額 960 －

未払費用戻入益 3,400 －

特別利益合計 5,291 6,467

特別損失   

固定資産除却損 1,188 424

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 26,839 －

減損損失 6,815 1,582

特別損失合計 34,843 2,007

税引前四半期純利益 27,304 82,446

法人税等 34,202 53,066

四半期純利益又は四半期純損失（△） △6,898 29,379



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 27,304 82,446

減価償却費 83,367 80,383

減損損失 6,815 1,582

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 26,839 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,880 8,780

退職給付引当金の増減額（△は減少） 827 △40,749

受取利息及び受取配当金 △3,457 △3,083

支払利息 24,494 21,500

売上債権の増減額（△は増加） 48,100 32,422

たな卸資産の増減額（△は増加） 54,617 △6,430

仕入債務の増減額（△は減少） △59,483 △62,478

その他の流動資産の増減額（△は増加） 8,155 △4,569

その他の流動負債の増減額（△は減少） △30,427 △10,752

未払消費税等の増減額（△は減少） △9,140 7,697

その他 8,878 △7,925

小計 194,770 98,822

利息及び配当金の受取額 3,570 3,096

利息の支払額 △21,386 △18,910

法人税等の支払額 △37,825 △47,150

営業活動によるキャッシュ・フロー 139,129 35,858

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △70,803 △131,483

定期預金の払戻による収入 112,803 112,803

有形固定資産の取得による支出 △37,955 △40,213

その他 2,789 6,203

投資活動によるキャッシュ・フロー 6,833 △52,689

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △106,000 △60,000

長期借入れによる収入 450,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △399,992 △458,385

配当金の支払額 △24,725 △24,719

その他 △234 △220

財務活動によるキャッシュ・フロー △80,952 △243,325

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 65,010 △260,156

現金及び現金同等物の期首残高 1,170,369 1,501,290

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,235,379 1,241,134



  該当事項はありません。 

  該当事項はありません。  

売上高の状況 

 当第２四半期累計期間（平成23年４月１日～平成23年９月30日）における売上高の状況を事業内容別に示すと次

のとおりであります。 

   （教 室） カルチャーセンター、音楽教室の運営 

   （楽 器） ピアノ、管楽器、弦楽器、その他の楽器、楽譜等の販売及び楽器の調律、修理等 

   （ＡＶソフト） ＣＤ、ＤＶＤ等の販売 

注１）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

注２）上記の区分は事業の内容による区分であり、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」による報告セグ

      メントとは異なっております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

区分  金額（百万円）  構成比（％）  対前年同四半期増減率（％）

教室                2,089          45.6                 2.6 

楽器                1,487        32.5             △ 5.2 

ＡＶソフト                  966         21.1             △ 16.6 

その他                   40          0.8               21.2 

合計                4,583        100.0               △ 4.5 


	ヘッダー3: ㈱ＪＥＵＧＩＡ（9826）平成24年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー4: ㈱ＪＥＵＧＩＡ（9826）平成24年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー5: ㈱ＪＥＵＧＩＡ（9826）平成24年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー6: ㈱ＪＥＵＧＩＡ（9826）平成24年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー7: ㈱ＪＥＵＧＩＡ（9826）平成24年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー8: ㈱ＪＥＵＧＩＡ（9826）平成24年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー9: ㈱ＪＥＵＧＩＡ（9826）平成24年３月期　第２四半期決算短信
	ヘッダー10: ㈱ＪＥＵＧＩＡ（9826）平成24年３月期　第２四半期決算短信
	フッター3: - 1 -
	フッター4: - 2 -
	フッター5: - 3 -
	フッター6: - 4 -
	フッター7: - 5 -
	フッター8: - 6 -
	フッター9: - 7 -
	フッター10: - 8 -


